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1 ── 研究の目的と背景
1－1．日常での意思決定と意思伝達
知的障がいや言語障がい、構音障がいなどで自分の意思を正確に伝達するのが困難な障
がい者にとって、周囲とのコミュニケーションは大きな課題である。自分の意思が日常生
活において反映されないという事態は、障がい者本人のストレス増加、「自分の意思は伝わ
らない」というようなコミュニケーションへの諦めに直結するため、周囲との関係が悪化
し悪循環に陥ることが日常生活内においてしばしば見られる。
また、障がい当事者に意思決定する能力があるにもかかわらず、周囲の支援者等がその
意思表出に気づかないまま、本人抜きで重要な決定や日常的な決定を下してしまうことも
少なくない。
意思決定の重要さについては、2017（平成 29）年に厚生労働省が「障害福祉サービス等
の提供に係る意思決定支援ガイドライン」を各都道府県に通知したなかで、「障害者の意思
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【要旨】障がい者の意思決定は障害者総合支援法においても重要視されている。自分が行
く場所、活動、利用するサービスなどは障がい者主体で組み立て支援していくという趣旨
であるが、実際には意思決定をしても意思伝達を他者へおこなうことが困難な障がい者は
少なくない。
彼らの意思伝達補助の手段の一つに VOCA がある。学校での授業の一環での実践報告
は多くあるが、日常生活内で長期間に渡る使用についての報告はあまり見られない。今回
は、VOCA の中の一つである TASUC を日常的に使用した脳性麻痺者の A さんとその周
囲の人々とのコミュニケーションの変化について整理し、VOCA の日常的な使用における
効果と障がい当事者との対人関係についてどのような効果があったのかを考察する。
を尊重した質の高いサービスの提供をおこなうこと」と示しているが、本人が意思決定し
ていたとしてもその意思を周囲に伝えられる手段がなければ、障害者福祉サービスや日常
生活に反映していくのは困難である。
1－2．意思伝達補助ツールのVOCA
VOCA とは Voice Output Communication Aid（音声を出力するコミュニケーション機器）の略
称である。意思の表出が困難な障がい者がボタンを押すとあらかじめ録音された音声が表
出されるツールであり、最近では iPad などのタブレット端末にインストールし、利用者の
必要に応じ読み込んだ図版をタップすると対応する音声が出力され、図版の増減や持ち運
びが容易にできるものも開発されている。それまで身振りや指差し、非音声モードで要求
を伝達していた子どもが、VOCA の使用によって音声型コミュニケーションが可能となっ
た（窪田・藤野、2002）という VOCA の有効性を示す支援報告がある一方、障害者が VOCA
の操作を覚えることの困難（高橋、1997）や、VOCA を用いた場合、要求の発信はできる
が考えを表現するには不十分である（岡、2014）という報告にあるように、VOCA の限界
もある。
ただし、VOCA の支援実践の報告の多くは、学校現場の限られた期間と時間に行われた
実践であり、日常生活の中で長期間使用した実践はあまりない。
そこで今回は、特別支援学校卒業後に通所先の事業所や家庭内で長期間 VOCA を使用し
ている A さんの日常におけるコミュニケーションおよび、周囲の人々と A さんの対人関係
の変化について記述した。
2 ── 方法とアセスメント
2－1．対象者について
A さん（女性）は両親と 2歳上の兄との 4人家族。虚血性低酸素性脳症・脳性麻痺と診断
される。特別支援学校中等部 2年から日中短期入所事業所 R の利用を開始し、現在は高等
部卒業後に事業所 R と同法人が経営する生活介護に週 5日通所している。
PVT－R 絵画語い発達検査においての語い年齢は、16歳 11 ヶ月時に 3歳 4ヶ月だった。
「りんご」や「米」などの日常的な具体物の名称や「動物」「乗り物」などの身近なカテゴリ
については理解しているようであるが、「こぐ」「ほえる」「鳴く」などの動詞や「湯気」「観
客」などのやや日常的でないものについての語いは理解していないようである。
また、田中ビネー知能検査Ⅴを 16歳 11 ヶ月時におこなった。指先の麻痺などのために
実施不能の検査項目があったため、正確な知能は測定できなかったが、実施可能な検査項
目からは、2歳台の検査項目は 11個中 5個正答し、3歳台の検査項目は 12個中 1個正答
という結果であり、おおむね 2歳半程度の知的発達を示した。
日常生活において見聞きしているものの名詞は理解しているが、動詞については理解し
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ているものとしていないものがある。また、ジェスチャーを使用し設問に対し答えようと
意思伝達に積極的な部分も観察された。簡単な手先の操作は可能であるが、手のひらに収
まってしまう大きさの物を操作するのは難しい。絵を見てそれが何を示しているのかを理
解しており、カードや物の指さしをおこなうことも可能だったことから、指先での操作が
可能ならば単独での操作ができる可能性があった。
2－2．対象者のコミュニケーション手段について
VOCA 導入以前の A さんの意思伝達は、発声は喉の筋肉の緊張が強く、周囲が聞き取れ
るものは限られており意思伝達は自作したジェスチャーが主だった。
意思が相手に伝わったという確信を持つことができないようで、相手が了解していると
伝えても何度も自分の欲求を伝えようとしていた。右手と左手で示された選択肢から自己
選択する（支援者が「ジュースはこっち」と右手を出し、「牛乳はこっち」と左手を出し、どちら
が飲みたいかと質問すると飲みたい方の手に触れるなど）ことは可能であり、自宅や事業所で
日常的におこなっていた。文字理解については、ひらがな・カタカナともに音と文字が一致
し理解しているものもあるが、日常で使用できるほど理解していないと思われた。意思伝
達カードについては、文字と写真またはイラストが記載されているものを 10枚以上の選
択肢の中から自分で決定し指さしで伝えることができた。
しかし、成長に伴い A さんが伝達したい内容が複雑化してきたため、母親や周囲へ意思
が正確に伝わらないことが増え、そのストレスで癇癪をおこしたり周囲とのかかわりを諦
めてしまうことが増えた。そのため A さんの障がいの程度や日常的なコミュニケーション
手段、語い理解や環境を踏まえ、VOCA の一種であるアプリ版の TASUC を A さんの iPad
へインストールし導入を試みた。
TASUC を選んだ理由は、金額が 2,000 円以下で購入負担が小さいこと、操作の手順が簡
単であること、音声録音と図版の取捨選択が容易であること、図版を名詞・動詞などのカテ
ゴリーで分けられることの 4点である。
特別支援学校高等部在籍中は、A さんの私物である iPad を学校へ持参し、使用すること
は学校側の方針と合理的配慮の面で難しいという判断だったため、日常生活の半日は
TASUC を使用することができない学校生活が中心となり、使用時間は非常に制限されてい
た。
2－3．対象者と周囲の支援者について
母親は仕事から帰宅後 A さんの介助をおこなうが、精神的な余裕がない等の理由で、コ
ミュニケーションがうまくいかない時は頻繁に喧嘩に発展していた。A さんが月に１回程
度利用するガイドヘルパーは、普段から A さんとかかわりを持つ支援者ではないため、A
さんの発音やジェスチャーを的確に理解できないことが多かった。通所していた事業所 R
の支援者らは A さんの意思確認をおこなうよう心掛けていたが、A さんの意思に対応でき
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ているのか確信が持てず手探りのような状況でジレンマを抱えていた。
2－4．ＶＯＣＡ導入の経緯
以上のように、VOCA 導入以前の A さんは、知的障がいに伴う言語発達の遅れ、麻痺に
伴う発声の困難や手指の微細な操作の困難があった。また、自身の限られた発信行動が周
囲に理解されにくかったため、元来コミュニケーション意欲が高かったにもかかわらず、
周囲との葛藤が頻繁に起きるようになった。そこで、以上のことから、操作が容易で図版
選択がしやすく持ち運びがしやすい音声付きのツールが有効ではないかと考えた。
そこで、A さんが特別支援学校高等部を卒業した卒業前の 17歳 6ヶ月から、日常生活
で TASUC を用いる支援を本格化することとした。A さんに対しては、TASUC を日常生活
で幅広く使用できるよう支援し、生活の広がりに対応した新しいアイコンを随時作成する
ことで、本人の意思伝達や自己決定を促すことを目指した。また、家族や支援者は、A さ
んの発信を待つことを心がけ、A さんからのジェスチャーなどによる曖昧な伝達に対して
は TASUC を用いた確認を行うことで、A さんの TASUC による発信を促すなど、A さんに
対して共通の関わりを行った。
2－5．プライバシーの保護と倫理的配慮
本研究は、対象者とその保護者及び事業所、法人の承諾を得て作成している。本支援は
対象者に対し倫理的に配慮しおこなった。
3 ── 結果
TASUC 導入後、A さんと周囲の支援者にみられた変化を以下のような 9つのカテゴリー
に分類した。
（1）iPad カードの導入
（2）TASUC の操作方法の取得
（3）TASUC 使用の変化
（4）日常生活の変化
（5）理解できる語いの増加
（6）情緒面の発達
（7）TASUC の応用操作
（8）発語の増加
（9）コミュニケーション能力の周知
以下に各カテゴリーのうち代表的なエピソードと考察の記載をおこなう。
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3－1．Aさんの日常生活における事例とその内容
（1）iPad カードの導入
「iPad をだしてください」という iPad のイラストと文字が書かれたカードを作成し、テ
ーブル（写真 1-1）と車椅子の手すり（写真 1-2）に貼り付けることで A さんが意思伝達を
おこないたい時にすぐ指差しで示しやすい環境を設定した。すると、A さんのジェスチャ
ーに対し対応を控えている時に、ジェスチャーを中止しカードを指さして iPad を出してほ
しいと訴えるようになり、TASUC を使用するようになった。徐々に A さん本人が意思伝
達したい時に、iPad カードを指さして訴えることができるようになった。（17歳 6ヶ月）
（2）TASUC の操作方法の取得
iPad へ TASUC のインストールをおこない、操作方法を A さんと一緒に確認する。iPad
を普段から操作し動画やアプリを楽しんでいたため、図版の選択や決定などの操作は開始
30分で習得し、要求を伝える時に自分から積極的に用いるようになった。（17歳 6ヶ月）
（3）TASUC 使用の変化
母親が昼食を用意したが、A さんが期待していたものと違っていた様子で食べたがらな
かったため、母親は「無理に食べなくてもいい」と片付けた。数時間後に「夕飯どうしよ
うか。また食べないかな」と母親に言われると慌てた様子で TASUC を使用し「お母さん」
「好き」（写真 2）と何度も表示した。（17歳 7ヶ月）
Aさんの変化：普段は質問された内容についての返答となる図版を選択していたが、明確
な返答ではないものを使用し母親へと何度も伝えた。
周囲の支援者の変化：母親は A さんの発信を、昼食を取らなかったことへの母親への謝
罪のほのめかしと受け止め、TASUC を用いたコミュニケーションの機能が拡大したと感
じた。
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写真1-1　iPad要求の指示カード
（テーブル）
写真1-2　iPad 要求のステッカー
（車椅子）
写真 2　語彙の利用（お母さん好き）
（4）日常生活の変化
生活介護の作業に参加するようになり、A さん本人が自由に使える収入が得られるよう
になると、やりたいことや欲しいもの、行きたい場所の選択肢も増加した。その要求を
TASUC で正確に周囲に意思伝達することができるようになり、A さんの活動の場と
TASUC の使用が増えた。（17歳 10 ヶ月）
Aさんの変化：TASUC の使用により自分の要求が相手へと明確に伝わる体験が増えたこ
とで積極的に TASUC を使用するようになったと考えられる。
周囲の支援者の変化：A さんの意思が図版と音声で明確に表示されるため、A さん本人に
行きたい場所や購入したいものを尋ね、そのニーズに合わせたサービスの利用や計画を
立てて実行できるようになった。
（5）理解できる語いの増加
生活介護の活動中に使用する動作語彙で理解できるものが増加した。「（椅子を）引く」「（買
い物用の籠を）持つ」「（買わないものを）戻す」「塗る」「（チラシをチェンジングボードに）付け
る」「どける」「ずらす」「持ってくる」「（テーブルを）拭く」「取る」「来る」「（色を）変える」
「詰める」「置く」「押す」「（スイッチを）入れる」等は概ね言葉と指さしの指示だけで動ける
ようになってくる。（17歳 11 ヶ月）
Aさんの変化：生活介護の利用を開始した当初は、指示を口頭で受けてもその意味の理解
が難しく適切な行動を取ることが困難であったが、語いが意味する動きを実際に何度も
見て理解し、TASUC で使用できる語いと A さん自身が実際に行動できる動作が増加し
たと考えられる。
周囲の支援者の変化：以前は A さんの近くにあったものでも職員が取りに行ったり、A
さんに断ってから動かしたり車椅子を移動させていたが、A さんに物の移動をお願いし
たり、A さん自身に指示を出し自分で動いてもらう場面が増加した。
（6）情緒面の発達
自宅での母親への拒否や不快等の表現は噛みつき・ひっかき・地団駄・物投げ・寝転がっ
て泣きじゃくる等が主であったが、事業所での母親を交えた雑談時にも自分に都合の悪い
話題には、話している相手に背中を向けるといった意思表示を示した。自分に不利な話題
になるとゆっくり体の向きを変え背中を向けたり耳を塞ぐという行為が見られた。（18歳 2
ヶ月）
Aさんの変化：自分の意思が明確に相手へと伝わることで気持ちにも余裕ができ、衝動的
で暴力的な表出から新たな表現方法ができるようになったのではないかと考えられる。
周囲の支援者の変化：A さんの要求を明確に理解することができるようになり、焦りや苛
立ちなどの感情を A さんへ向けるかわりに A さんの反応や行動を受け入れ解釈する余裕
が生まれるようになった。
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（7）TASUC の応用操作
休日は誰と・どこに・なにをしてきたのかと聞かれると、TASUC の図版から選択しどのよ
うに過ごしたのかを答えることができた。さらにその補足として YouTube を用いて、観劇
してきたミュージカルの宣伝動画を再生し「これを見てきました」と伝えることができ
た。（18歳 2ヶ月）
Aさんの変化：質問への返答を TASUC で伝えることが可能になる。図版の情報のみで不
足していると判断した場合は、iPad の他の機能を駆使し積極的に伝えようとするように
なった。
周囲の支援者の変化：A さんが TASUC で返答しやすい対応が定着し、返答を待つ余裕が
生まれ、さらに会話が広がるようになっていった。
（8）発語の増加
聞き取れる語彙が増加した。複数の支援者や、普段接しない人々も聞き取れる発語が増
加。とっさの際には TASUC を使用するより発語を用いる場面が増加した。（18歳 11 ヶ月）
Aさんの変化：TASUC の使用以前に比べ、話しかけられる場面が増加したことや自身の
意思を正しい音声で TASUC が代弁してくれるため、正確な発音を耳にする機会が増え
音声表出が促されていると推測される。
周囲の支援者の変化：A さんが TASUC で返答しやすい対応が定着し、返答を待つ余裕が
生まれ、さらに会話が広がるようになっていった。
（9）コミュニケーション能力の周知
親族らが A さんの TASUC 使用を見て「この子はこんなものを使いこなして自分のこと
を伝えられるのか、凄いな。色んな事もわかってるんだな」と驚き、普段 A とあまり接し
ない父親も「こんなことまでわかってるのか」と驚いた。（19歳 1ヶ月）
Aさんの変化：TASUC を活用すると周囲が驚くような反応を示したり、褒められること
も気分がいいようで、普段接点があまりない相手にも自ら使用するようになってきたと
考えられる。
周囲の支援者の変化：A さんが TASUC を操作し自分の意思を表出することで、意思や主
張が明確に伝わり A さんについて理解が深まった。
4 ── 考察
4－1．VOCA使用によるAさんのコミュニケーション変化
TASUC の使用を開始した当初は、まだジェスチャーを使用する場面が多かったが、自
宅・生活介護・事業所 R でも TASUC を使用しない場合には A さんへの対応を控えることを
徹底した結果、コミュニケーションをおこないたい時に iPad を出してほしいと伝え、
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TASUC を使用し積極的におこなえるようになった。
TASUC の使用による大きな利点は
①「操作が比較的簡単で持ち運びも可能」であること。
②「A さんの意思の音声化と視覚化が両方可能になった」ことにより確実に他者に伝
わること。
③「その瞬間に消えてしまうジェスチャーとは異なり、時間が経過してからも A さん
の意思把握が端末の画面で把握することが可能」なため、その場で対応ができなく
てもあとから確認できること。
の３点が大きく、A さんの意思が上手く伝わらずに起きていた悪循環が改善された。支援
開始の時点では使用される語いは限られていたが、TASUC の使用を継続し、複数の人間と
コミュニケーションをおこなう中で動作と語いの意味が一致したものが増加していき、生
活介護の利用開始後は A さん本人の要求や活動の場も拡大した。A さんから積極的に
TASUC を使用し意思伝達する場面の増加も、支援をおこなっていく過程で観察することが
できた。
さらに、TASUC を使用すれば自分の意思は確実に周囲へ伝わるという経験を重ねたこと
により、A さんから積極的にコミュニケーションを取ろうとするようになった。
また、A さんが自由に使用できる収入を生活介護で得られるようになり、欲しいものや
行きたい場所、食べたい物などの選択肢が増加した。TASUC の活用により、それらの要求
の伝達も容易になったため、ストレスの軽減にも繋がった。
また、周囲が聞き取れる音声が増加したのは周囲が TASUC の使用を促すため A さんへ
声掛けをおこなったことや TASUC が自分の意思を正しく音声化してくれることで、正し
い発音に注意を向けることを繰り返したため、発音にも変化があったと考えられる。
TASUC の使用が定着してくると自分でその使用を工夫することができるようにもなって
きた。TASUC 内の図版のみでは不足した情報を動画などを活用し伝達することができるよ
うになり、コミュニケーションの内容も豊かになった。
4－2．Aさんに関わる周囲の変化
A さんの周囲の支援者らは、A さんとのコミュニケーションが成立せずにお互いにスト
レスを抱え込み悪循環が生じていたが、TASUC の活用で A さんの意思が明確になったた
め、意思伝達内容の不明確さからのストレスがお互いに軽減された。A さんが TASUC を
活用し意思伝達をおこなうまで待つことも習慣化された。さらに、普段接している支援者
のみではなく、普段接する機会が限られている親族も A さんが TASUC を使用し意思伝達
した様子を見て、コミュニケーションをとることが可能であると A さんへの印象が変化し
た。
また、A さんが TASUC を通して伝達してくる語いの意味を考察し、間違っていると否
定したり、伝わらないと拒否するような捉え方から「今示しているこの語いは、このよう
078 脳性麻痺者の意思伝達ツールによるコミュニケーション円滑化と対人関係改善◎鈴川朝子・常田秀子
な意味合いで使用しているのではないか」と推測するようになった。
4－3．総合考察
長期間による日常生活においての VOCA の使用は、A さんのコミュニケーションの改善
のみではなく、活動の場の拡大や、A さんが理解し使用できる語いと、コミュニケーショ
ンをおこなう場面の増加にも繋がった。
周囲の支援者らも、A さんがどのような意思伝達をおこなうのか関心を持ち積極的にコ
ミュニケーションを取ろうとするようになった。A さんへの理解にも変化が生まれ意思を
持った個人としてコミュニケーションをおこなう場へと参加してもらうようになった。A
さんの主張していることが TASUC の活用で明確になり、意思の疎通が円滑になったこと
でストレスの軽減に繋げることができ、A さんがもつ意思伝達の能力を周囲が認めてくれ
たことも対人関係の改善において重要であった。
4－4．日常生活で使用する近年のVOCAの利点
A さんの日常生活での TASUC の活用から、近年のアプリ版の VOCA の利点を挙げると
①1台の器具で音声出力、図版、文字表示などの複数の補助をおこなえる。
②個人の能力や個性に合わせたものにカスタマイズすることが容易である。
③微細運動の制約のために筆記用具の使用が難しくても、指先の動きで操作がおこな
える。
の 3点が挙げられる。
カテゴリ別で並んだ図版を押すことで音声化や文章化が可能で、文字の理解が困難であ
ってもシンボルの図版を選択し他者に伝えることが容易になる。分厚い絵カードの束を持
ち歩き、毎回その中から自身の気持ちを伝えるカードを選び出すことは使用者にとっても
負担となってしまうため、軽量型のタブレット 1台で複数の役割を補えることは大きな利
点であると考えられる。
また、タブレットの場合は VOCA の機能とその他のアプリや機能を組み合わせることに
より、さらに正確で複雑な意思伝達も可能となることが A さんの日常的な使用により示さ
れた。
5 ── 今後の課題と展望
障がい者本人が意思伝達を確実にできることは、意思決定や QOL の向上だけでなく、支
援者にとってもコミュニケーションができる相手だと意識し支援をおこなうことが可能と
なる。ハイテクコミュニケーションエイドの副次的効用について中邑（2001）は「コミュ
ニケーションエイドの存在は、それによって表出できるメッセージが僅かであっても、会
話のきっかけを作り出し、双方のコミュニケーション意欲を増加させる効果を持つ」と述
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べており、意思伝達や感情表出が困難な障がい者が日常の中で活用していくことが重要で
あると考えられる。
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